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中小企業が人材を確保し、定着させること、あるいは生産性を向上させること。これら
の実現のためには、企業がしっかりと目標を持ち、将来像を描いた上で、その実現のた
めに汗をかかなければなりません。
本コースは、先進的に取り組む企業の経営者や、人材紹介会社の担当者の話も含め、
人材確保・定着の極意を体感しながら学ぶ講座です。

11月中旬
以降開催予定

福知山市内
又は

綾部市内を
予定

京都リカレント
研修センター

日　程 会　場
北部会場 南部会場

概　要
北部会場

※詳細は別途
公表します

10月中旬
以降開催予定
※詳細は別途
公表します

南部会場

人材確保塾（南部／北部）コース
中小企業のための組織の、人材確保・定着の極意

研修趣旨・受講目的

府内中小企業経営者、人事の担当者等（各社２名まで参加できます）

求める受講生

定員：15名

受講料:2万円

学びをフルに活かしてみよう！

京都企業人材確保センター主催の企業説明会を
はじめとした、様々な採用チャネルを活用する上
で役に立ち、優秀な人材の獲得に繋がる。

POINT.2身につく知識とスキル

人材確保・定着のために必要な意識とスキル

POINT.1

『未来につながる企業にするために、
  いま汗をかくべきこととは』

人材紹介会社の担当が語る
『人材確保・定着のための極意と優良事例の紹介』

モデル企業から学ぶ（成果を出されている企業を迎えて）

模擬企業説明会を学生目線でぶった切る！

福知山公立大学
地域経営学部/大学院
地域情報学研究科 教授

亀井 省吾氏

近年、日本でも、イノベーションをもたらし新しい価値を生み出す思考・行動要素として、ア
ントレプレナーシップ（entrepreneurship：「起業家精神」「新たな事業を創造し、リスクに
立ち向かう精神・姿勢」）への注目が高まりつつあります。アントレプレナーには、事業開始
に際してのビジョンと課題解決のためのイノベーティブなアイデアが求められます。イノ
ベーションを創造するために必要な知識と手法を学ぶとともに、アイディアを具体化する
プロセスを、座学、ケーススタディ、グループワークを通じ実践的に身につけて頂きます。

研修趣旨・受講目的 研修講師

イノベーションを生み出すアイデアの具体化プロセスに興味関心を持ち、新しい価値を
創造する変革型リーダーを目指したい方

求める受講生

自らの仮説を立案し議
論することで新たな視座
を獲得しましょう！

研修講師からのメッセージ

福知山公立大学
地域経営学部
准教授

杉岡 秀紀氏

研修講師

私から見ても、この講座を
しっかり受講すれば、人材
確保・定着に向けた「企業
のレベルアップ」に繋が
り、人材の獲得・定着が可
能になるものと思います。

研修講師からのメッセージ

次世代リーダーステップアップ（北部）コース
新しい価値を創造する変革型リーダー育成を目指す

定員：15名定員：15名

学びをフルに活かしてみよう！

新たにチームリーダーになる人、なって間もない
人が、アントレプレナーシップを学ぶことで所属
企業におけるプロジェクトやチームのマネジメン
ト実践に活かすことができます。

POINT.2身につく知識とスキル
○本講義を通じ、イノベーションを生み出すアイデアの具体化プロセス
について、知識獲得と実践スキル修得を目指します。
○本講座では
・リーンスタートアップ：アイデアをもとに最低限の試作品を短期間で作
成し、顧客の反応から学んで修正を繰り返していくことで、満足できる
製品・サービスの開発に繋げていく手法
・エフェクチュエーション：成功を収めた起業家の思考プロセスや行動パ
ターンの体系化によって導かれた、成果目標や予測ありきではなく「手
持ちのリソース」を出発点に事業を展開していく理論
といった最新のマネジメント手法や経営理論を実践していただきます。

POINT.1

就職に向けた企業説明会・マッチング会：実際に採用を検討している企業との説明会、面談を実施講座修了後、北部地域・南部地域それぞれでミニ企業説明会を開催

※本研修はノートPCをご持参いただく必要があります。

※本コースは京都府北部地域と南部地域でそれぞれ同内容を開催いたします。

無 料

10月17日（木）

日　程 会　場概　要 事 前 課 題

舞鶴市
勤労者

福祉センター

9:00-12:00

アントレプレナーシップ
・イノベーションとはなにか：ネットワーク理論からの考察
・成功する起業家の特徴：４つの特徴
・チームと組織：同質性と異質性のジレンマ

11月14日（木）
9:00-12:00

エフェクチュエーション
・理論の背景：コーゼーションとの比較
・エフェクチュエーションの５原則
・「手中の鳥」の原則：ワークショップ

10月31日（木）
9:00-12:00

ビジョン・ビジネスモデルとリーンスタートアップ
・リーンキャンパス：ペルソナ、課題、価値提案、解決策
・ケース：ワークショップ

11月28日（木）
9:00-12:00

ピッチデイ
・発表とディスカッション
・振り返りとまとめ

コースの特徴
本講義は 「レクチャー型」のみの講義ではなく、ケースやグループワークなどを用いた双方向の参加型授業です。
積極的な講義参加を期待しています！

参考図書
・エリック・リース(2012)『リーン・スタートアップームダのない起業プロセスでイノベーションを生みだすー』日経BP
・スチュアード・リード、サラス・サラスバシーほか(2018)『エフェクチュアル・アントレプレナーシップ』ナカニシヤ出版

講義範囲を配布レジュ
メにて復習する。次回以
降の課題は講義中に案
内します。

他受講生の発表を思い
出し、自分の意見との相
違点はどこか、どうしてそ
うなったのかを振り返る。

事前に受講しておきたい
KYO育tv.コンテンツ

事前に受講しておきたい
KYO育tv.コンテンツ

■ 他社様の取り組みが非常に力になりました。また、行動への後押しに
なりました。

■ 各社の日常レベルの取り組み、考え方等、具体的に知ることができて、
とても勉強になりました。みなさんの仕事へのあり方にも感動しました。

受講生Voice

本コースに関心のある方は、以下お問合せ先までご連絡ください。
京都府商工労働観光部労働政策室
TEL:075-682-8925

お問い合わせ先

・プロジェクトを成功に導くマネジメント術とは？プロジェクトマネジメントの基本 ・管理者のための問題解決能力向上
・効率的な上司・部下間の対話
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舞鶴市
連携講座




